























































































柵は約 70 kg あるがムゼー・ナソロは軽々と抱える。
（ 2003 年 12 月、筆者撮影）
写真③ワンド柵の設置風景。ムゼー・ナソロが指揮をとり






















写真④ウリロ柵の設置はムゼー・ナソロが一人でおこなう（ 2007 年 1 月、筆者撮影）
83
ロに出会えたことは幸運であった。
　2013年にムゼー・ナソロは、体力的な問題
から大掛かりなワンド漁を息子にたくし、自分は
ウリロ漁だけをおこなうようになった。これを機
に、２種類の魚柵漁を使い分ける漁師はキルワ
島からいなくなってしまった。2014年にはまだ
元気にウリロ漁をしていたが、2015年に病に
臥せってしまった。2016年にムゼー・ナソロ
を見舞ったとき「来年はもう会えないかもしれな
いので最後に記念写真を撮ろう！」と、いつもの
冗談めかした口調で言われた。しかし、痩せほ
そって歩行もままならず病状は悪いようであっ
た。そして2017年の夏、日本にいた私のもとに
ムゼー・ナソロの訃報が届いた。
　アフリカのことわざに「一人の老人の死は、
一つの図書館の消失に同じ」というものがある。
ムゼー・ナソロの訃報を受けたとき私も同じ
気持ちになった。ムゼー・ナソロとともに失われ
てしまった知識や技術はいかほどのものであろ
うか。何よりも、ムゼー・ナソロ一流の冗談が
もう聞けないのかと思うと喪失感にかられた。
まだまだ教えてもらいたいことが沢山あったが、
ムゼー・ナソロという図書館におさめられていた
『魚柵漁』という本を読むことができたことに深
く感謝する。
中村亮
る。そして、干満が小さく新月で夜が暗い21～
8日の期間に柵を陸にあげて乾かす。「何月何日
は何時にどこまで潮が引き、何時にどこまで潮
が満ちる」という潮の知識を所有していないと
ウリロ漁はできないのである。
ムゼー・ナソロから学んだこと
　たとえばあなたがキルワ島の漁師に「今日は
真東風（maturai wa sawa）なので、もうじ
きしたら北東風（maturai kaskazi）が吹き始
めてワンド漁の季節だね」や「今日は満月の大潮
（bamvua mwezi）なので、干潟に乗り上げて
しまわないように船を沖に泊めないといけない
ね」などと言うと「おっ、こいつよく分かってる
な」と驚かれるであろう。
　風や潮のリズムに寄りそうように、キルワ島の
海村生活は営まれている。そのことを、魚柵漁
をつうじて具体的に教えてくれたのがムゼー・
ナソロであった。私はタンザニア以外にも、ケニ
ア、スーダン、エジプト、サウジアラビアの漁撈
文化について調べているが、ムゼー・ナソロが
教えてくれた漁撈の基礎知識を念頭におき、い
つも最初に風と潮の種類について教えてもらっ
ている。その意味で、ムゼー・ナソロは私に漁撈
調査の基本を教えてくれた恩師である。キルワ島
でのフィールドワークの早い段階でムゼー・ナソ
